
先進的有機農業拡大促進事業 事業活⽤事例

市町村、合同会社（農業スクールを運営）事業実施主体

約7,000千円事業費

水稲、かんしょ、レタス対象品目

事業目的
これまで有機農業者のグループで生協や大手スーパーとの契約

取引等を⾏っており、大⼝の契約産地としての地位を確⽴してき
たが、現在の構成員では、これ以上の規模拡大は難しい状況。農
業スクールの卒業生等の新規就農者が定着しやすい環境を整備し、
有機農業の更なる⾯積拡大等を図る。

主な取組内容
 自動操舵システムを導入し、水田の畔塗り等の
操作が難しい作業でも新規就農者が自らできる環境を整備
【対象経費】機械・設備費（補助率︓1/2）

 土壌の生物性分析や機能性堆肥の試作等を通じた土づくりや、
出荷システムの利⽤等による集出荷のデジタル化・効率化
【対象経費】備品費、役務費、原材料費等（補助率︓定額）

 学校給食における地元産有機米の活⽤
【対象経費】原材料費（補助率︓定額）

※事例の記載内容は事業計画段階のものであり、今後変更となる場合があります。

市町村、農業者（２名）事業実施主体

約34,000千円事業費

水稲対象品目

事業目的
過年度の事業により、オーガニックビレッジの取組を展開して

きたが、有機農業の拡大に当たっては、引き続き、消費者の理解
促進と生産段階での省⼒化・効率化を両輪で進める必要があるた
め、新たにスマート農業技術等を導⼊し、有機農業の更なる拡大
につなげる。

主な取組内容
 水位センサーの導入による水管理の省⼒化、
収量コンバインの導入による施肥設計の効率化・⾼精度化、
色彩選別機の導入による調整能⼒・品質の向上、
保冷庫の導入による品質保持と販路の拡大等
【対象経費】機械・設備費（補助率︓1/2）

 有機農業者と慣⾏農業者との意⾒交換開催による新たな有機
農業者の掘り起こし
【対象経費】謝⾦（補助率︓定額）

 学校給食における有機農産物の活⽤、
オーガニックマルシェの開催等による理解促進
【対象経費】原材料費、委託費、保険料、謝⾦等（補助率︓定額）
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